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勝・英支部の支部長になってはや一期目が終わろうとしています。会員数22名の小さな支部ですが，

チームワーク・フットワークともに大変良く，大ざっぱな支部長を，いろいろな特技を持った会員達が

支えてくれていることに大変感謝しております。

さて，最近理不尽と思うことがありませんか？

１．臨床の現場において，金パラの逆ザヤの件です。昨年，石井みどり先生にも質問しましたが，医科

でいえば薬価以上で薬剤を仕入れて，薬価で患者さんに渡すという事と同じではないでしょうか。

何故この様なことが許されるのか，何故黙っているのか，耐えることに慣れてしまったのでしょう

か。金属の価格は，相場だから投機的に動いていても仕方ありません。６ヶ月毎の見直し（10％以

上の変動）をもっと短期に見直しをすべきだと思うのです（変動も幅も含めて）。これこそ政治力

が必要ではありませんか。歯科系議員の先生方にもっと頑張って頂きたい。

２．今，高校生の意識調査で一番人気のない学部が歯学部で，次が法学部だそうです。法学部を卒業し

法科大学院に行き，司法試験に合格して司法研修を終えても，就職先がない為に弁護士登録さえし

ない人が２～３割もいるそうです（弁護士登録すると年間50～60万の費用がかかる為）。歯学部は

メディアでよく取り上げられ，“ワーキングプアー”とか“コンビニより多い”とか言われている

事も人気のない原因の一つでしょうが，最近，特に私立大学の歯学部の多くに定員割れがおきて，

大学生の質が落ち，進級さえままならない状態にあるとの事です。歯科医師過剰を解決させる為に

国家試験を難しくするとか，入学定員を削減するとかということが本当の意味での解決になるので

しょうか。現状は，毎年多くの新歯科医師が生まれてくるのですから，我々は新歯科医師も希望を

持てる歯科界にする責任があると思うのです。

高齢社会になってゆく今，口腔ケアをもっと前面に押し出して，歯科の問われる分野を広げなければ

ならないとも思います。それでなくても医科が歯科の分野に入り込みつつある現実を踏まえて，日本歯

科医師会に頑張ってもらいたい。偉そうな事を言って申し訳ありませんが，皆さん頑張りましょう。

最近理不尽と思うこと

岡山県歯科医師会　勝・英支部

支部長 井 上　昌次郎
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新年早々，稀にみる大雪に事故や被害のニュースが相次いだかと思うと，２月に入るやポカポカ陽気

に上着もいらぬほど。

ロシアのテロ，エジプトの政局悪化，株価の変動と，つかみどころのない不安をはらんだ年になりそ

うである。

不安といえば，最近気になるのが健康のことである。今までは２～３日の徹夜など平気であったが，

この歳になるとやれ五十肩だ，腰痛だと体に不調を覚えることがある。そこで，2008年から義務化され

ているメタボ検診を受けてみた。腹回り１メートルを誇る私はメタボ宣告を確信していたが，結果はな

んと正常。どれだけ基準が甘いのか・・・と不信に思いながら先生の説明をきくと，Metabolic

Syndrome「代謝異常症候群」は内臓脂肪型肥満に＋
プラス

して「高血糖・高脂血症（脂質異常症）・高血圧」

などの生活習慣病が重なった状態のことで，メタボの診断基準は４項目のうち２つに該当するか否かで

決まる。つまり腹囲が男性基準85�以上あっても，他が正常値の私には当てはまらないのだ。なんとも

キツネにつままれたような複雑な思いで結果をききながら，自分の身体に変な自信を持ってしまったの

である。

しかしながら，ここ数年，私のまわりではタバコにより病気にかかる身内が目立つ。肺病から脳血管

障害まで深刻なケースが多く，不安に苛まれる。

厚生労働省の喫煙者率調査によると2009年には24.９％だった喫煙率が2010年には23.９％と減少傾向

にある。その背景にはタバコの大幅増税，公共の場での禁煙エリアの拡大，taspoの導入や健康意識の

高まりなどが考えられている。

昨年１月，私も禁煙生活をはじめた。当初はイライラ落ち着かず，仕事が終ると寝るまでお菓子を食

べ続けた結果，わずか１か月で体重が５kgも増加してしまった。これではいけないとメンソールガムを

箱買いし，ひたすら噛み続けること１か月，口の中は常にスーっとした状態。これもダメだと最後に行

きついたのが電子タバコだ。10年前に使った禁煙パイポに比べ格段の進歩で，吸うとタバコの先に光が

点き，息を吐くと煙が出る。雰囲気は抜群でそれでいて煙はさわやかな水蒸気。体にも良さそうである。

この電子タバコのお陰で何とか禁煙が続いている。現在，10kg体重増加。もう暫く担当医の「喫煙より

肥満のほうがマシ」という言葉を信じて，この体型と禁煙生活に付き合ってみようと思う。

メタボと禁煙

岡山県歯科医師会　真庭支部

支部長 薬師寺　厚 夫



ー 3ー

J. ODA  vol.770     ’11-3

第158回�岡山県歯科医師会定時代議員会開催予告

下記のとおり第158回岡山県歯科医師会定時代議員会を開催いたします。

記

１．日　時　　平成23年３月27日（日） 午前10時

２．場　所　　岡山県歯科医師会館　５階大ホール

岡山市北区石関町１－５

第126回�岡山県歯科医師会定時総会開催公告

本会第126回定時総会を３月27日（日）開催の第158回岡山県歯科医師会定時代議員会等が

終了後，下記により開催致しますのでご通知いたします。

記

日　　　時　　平成23年３月27日（日） 午後２時

ただし，当日開催の定時代議員会が終了次第開催いたしますので，

ご了承をお願いいたします。

場　　　所　　岡山県歯科医師会館　５階大ホール

岡山市北区石関町１－５

会議の目的　　定款第41条第２項に規定されている報告

（平成23年度予算ほか）

＜公 告・予 告＞



第３回　岡山県歯科医師福祉共済会定時総会

平成23年２月17日�20時より，岡山県歯科医師会館に

おいて「第３回　岡山県歯科医師福祉共済会定時総会」

が開催されました。

１．開　会　　　　倉田　庸生理事

２．議長選出　　　黒住　正三先生

３．議事録署名人　鈴木　 次先生　　西岡　宏樹先生

４．挨　拶　　　　酒井　昭則理事長

第３回岡山県歯科医師福祉共済会定時総会のご案内を致しましたところ，本日は14名の先生方に

ご参集いただき，ありがとうございました。数年前にも建設的なご意見をいただき，会務に反映さ

せることが出来ました。本日もよろしく御願い致します。

５．平成22年度事業報告　　岡本　全允専務理事

（イ）会務報告　平成22年度（平成22年12月31日現在）

（ロ）事業報告　平成22年度（平成22年12月31日現在）

６．平成21年度事業報告　　岡本　全允専務理事

（質問）西田　宜可先生・・・マイカー斡旋について

（回答）岡本　全允専務理事・・・器械・自動車に関しては現在休止中で，行う予定はない。

７．監事監査報告　相坂　俊太監事

８．議　事　　　　岡本　全允専務理事

第１号議案　平成21年度決算の承認を求める件　　　　承　認

９．その他

（要望） 大嶋　敏秀先生・・・品質の注意について

西田　宜可先生・・・サプリメントの斡旋について

10．閉　会　　　　倉田　庸生理事
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昨日，岡山県歯科医師会会長選挙において無投票

での再選を頂きました。これも偏に理事諸侯そして

各委員の先生方の総力，表現を変えれば先生方が２

年間，地道に積み上げた努力に対する会員の先生方

の評価の表れだと思い，皆様のひたむきな取り組み

に改めて，心より感謝申し上げます。

現執行部は，残すところ１カ月余りとなりました

が，最後までよろしくお願い致します。

１．会長挨拶

先日はお世話になりました。幹事をしてくださ

った横見・南先生にお礼と感謝を申し上げます。残

り３カ月，よろしくお願いいたします。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　社保小委員会　12月22日�，１月12日�

�　医事処理小委員会　12月22日�

�　公衆衛生部正副委員長会　12月27日�

�　社保正副委員長会　12月27日�

�　ＩＴ推進委員会　１月11日�

�　学術部図書打合せ １月11日�

�　広報・会館運営合同小委員会　１月12日�

	　岡山県歯科保健研修会打合せ １月12日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　個別指導（新規） 12月22日�

�　津山歯科医師会新年互礼会　１月６日�

�　岡山県歯科衛生士会新年会　１月８日�

�　岡山県歯科技工士国家試験委員会

１月12日�

�　岡山県歯科保健研修会　１月13日�

�　平成23年度岡山県警察年頭視閲式

１月13日�

〔その他〕

�　検死　12月15日�

�　広報部旅行　12月22日�～23日（木・祝）

�　赤磐支部山本金作先生お通夜・告別式

12月27日�・28日�

�　年末年始休業　12月29日�～１月３日�

�　理事旅行　１月８日�～10日（月・祝）

〔学院報告〕

�　年末年始休業　12月29日�～１月３日�

�　一般入試Ａ日程願書受付期間

１月５日�～18日�

平成22年度 第34回

平成23年１月13日�

18：30～20：50

会 長 酒井　昭則
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〔国保報告〕

� 年末年始休業　12月29日�～１月３日�

〔事務局報告〕

� 年始挨拶者報告

�　小規模企業共済の取扱について

�　暗幕取り換え完了

３．行事予定

本会行事　　　54件

学院行事　　　８件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

� 「衆議院議員　あべ俊子を囲む新春の集い

（津山会場）」の開催と参加依頼について

連盟対応

日　時　１月29日�　18：00～20：00

場　所　津山鶴山ホテル

�　平成22年度子どもの健康を守る地域専門家総

合連携事業に係る第３回学校保健推進協議会

の開催と派遣依頼について

平岩理事

日　時　２月３日�　15：00～16：30

場　所　ピュアリティまきび

担　当　平岩理事

�　和歌山県歯科医師会創立百周年等記念式典な

らびに祝賀会の開催と臨席案内について

祝電

日　時　２月５日�

式　典　12：30

祝賀会　14：00～17：00

場　所　ホテルグランヴィア和歌山

�　日本学校歯科医会より「平成22年度加盟団体

長会」の開催と出席依頼について

酒井会長

日　時　２月９日�　13：00～15：30

場　所　歯科医師会館

�　平成22年度第２回岡山県へき地医療支援会議

の開催と出席依頼について

藤井副会長

日　時　２月17日�　13：30～15：00

場　所　三光荘

委　員　藤井副会長

�　岡山県国民健康保険団体連合会より理事会の

開催と出席依頼について

藤井副会長

日　時　２月18日�　14：00

場　所　岡山県国保会館　

理　事　藤井副会長

�　岡山県介護保険関連団体協議会より設立10周

年記念事業「岡山県介護保険関連団体協議会

介護保険セミナー」の開催と当日係員の報告

依頼について

池田理事

日　時　２月20日�　10：00～15：30

場　所　岡山衛生会館

	　平成22年度第２回在宅支援推進協議会の開催

と派遣依頼について

池田理事

日　時　２月24日�　14：00～16：00

場　所　岡山県看護会館　

担　当　池田理事


　第111回都道府県会長会議の開催と出席依頼

について

酒井会長

日　時　２月25日�　14：00

場　所　歯科医師会館

�　井原支部より平成22年度総会懇親会の開催と

出席依頼について

三役

日　時　２月26日�　19：30

場　所　一　久　

案　内　本会三役

�　和気支部より支部総会懇親会の開催と出席依

頼について

三役，伊丹常務

日　時　３月６日�　18：00

理事会
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場　所　ゑびすや荒木旅館　

案　内　本会三役，社保常務理事


　第16回岡山県老連健康づくり推進委員会の開

催と出席依頼について

池田理事

日　時　３月９日�　13：30～15：00

場　所　岡山県総合福祉・ボランティア・

ＮＰＯ会館

�　平成22年度岡山大学歯学部謝恩会の開催と出

席依頼について

酒井会長

日　時　３月25日�　19：00

場　所　ホテルグランヴィア岡山

�　おかやま県老連だより広報誌『山紫水明』原

稿執筆依頼について

池田理事

�　岡山大学より平成23年度岡山大学歯学部臨床

教授等の推薦依頼について

小林理事

現任者　小林理事

�　「緊急保証制度」に係る経営状況調査の実施

と協力依頼について

専務，西田常務，理事全員

〔検討事項〕

�　日本学校歯科医会より平成23・24年度「生き

る力をはぐくむ歯・口の健康つくり推進事業

～望ましい生活習慣の形成を目指して～」事

業推進学校もしくは推進地域の選定並びに推

薦について

新見市立西方小学校（県教育委員会より報告）

�　「日歯広報」コラム『都道府県通信』執筆に

ついて

（平岩理事，横見理事で対応）

掲　載　平成23年３月５日号

�　香川県歯科医師会より健康にかかわる記念日

に関するアンケート調査について

「ない」で回答

締　切　１月18日�

�　日本学校歯科医会より役員改選に伴う地区か

らの理事推薦について

中国・四国地区で決定か

推　薦　１名（中国・四国地区）

�　本会会館使用申込について

①日　時　２月19日�　16：00～21：00

承　認

主　催　ＣＬＵＢ・Ｓ

②日　時　５月22日�　９：00～17：00

10：00からで対応

主　催　ＯＤＣ（岡山デンティストクラブ）

５．閉　会（横見理事）

今日の視点（藤井龍平）

平成23年１月13日�，本年最初の理事会である。

報告事項：24題

行事予定：51項目

協議題　：22題

と，盛り沢山であった。冒頭，会長より残任期

間３ヶ月を全力で走りきって頂きたい旨の挨拶が

あり，また，理事会終了間際に「正月休みに種々

熟慮した結果，次期会長選挙に立候補する」と報

告があった。

１．会長挨拶

日歯会長選挙投票用紙が届きましたので回覧し

ます。

前回の理事会でお願いしました口座振替依頼書

の回収件数が，各位のご助力で増えました。

消費税の増税５％分を社会保障費に回すという

問題が持ち上がっていますが，目的税化する事は

統量規制に繋がりかねないように思います。

２．報　　告

〔各部委員会〕

平成22年度 第35回

平成23年１月20日�

18：30～20：29

理事会
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�　広報部編集委員会　　１月13日�

�　選挙管理会委員会　１月14日�

�　社保　審査・検討小委員会　１月15日�

�　社会保険部検討委員会　１月15日�

�　学術部正・副委員長会　１月17日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　岡山県後発医薬品の安全使用のための協議会　

１月14日�

�　連盟デンタルミーティング打合せ

１月14日�

�　岡山県医師会新年祝賀会　１月15日�

�　病診連携研修会　１月15日�

�　病診連携研修会懇親会　１月15日�

�　支払基金幹事会　１月17日�

�　三井住友海上と面会　１月18日�

	　日学歯　理事会　１月19日�


　日学歯　神戸市学校歯科医会よい歯の表彰式　

１月20日�　

〔学院報告〕

�　第６回校内模擬試験　１月14日�

�　後期末試験（３年生） １月18日�

�　一般Ａ日程の入試が１月22日�に実施

〔事務局報告〕

�　協会けんぽの「保険者証」が４月発行分より

変わる

�　「口座振替依頼書」の提出状況

�　岡山聾学校より全国陸上競技大会開催に伴う

広告協賛依頼に１月21日�に来会予定

３．行事予定

本会行事　　　61件

学院行事　　　12件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　岡山県地域・職域保健連携推進協議会の開催

と出席依頼について

平岩理事　出席

日　時　２月４日�　14：00～15：00

場　所　三光荘

�　健康おかやま21推進会議の開催と派遣依頼に

ついて

平岩理事　出席

日　時　２月４日�　15：15～16：15

場　所　三光荘

担　当　黒住副会長

�　第29回北方領土返還要求岡山県民大会の開催

と参加依頼について

事務局対応

日　時　２月７日�　14：00～15：50

場　所　岡山県天神山文化プラザホール

参　加　３名

�　平成23年 櫻井 充後援会新年会の開催と参加

依頼について

連盟対応に

日　時　２月26日�　17：00

場　所　勝山舘

�　清水惠太先生 旭日小綬章 受賞祝賀会の開催

と臨席依頼について

酒井会長　出席

日　時　２月27日�　12：00

場　所　松山全日空ホテル

�　第２回社会保険委員会の開催と出席依頼につ

いて

伊丹常務　出席

日　時　３月15日�　15：00～17：00

場　所　歯科医師会館

委　員　伊丹常務

特　記　終了後，懇親会あり

〔検討事項〕

�　本会会館使用申込について

いずれも承認

①日　時　２月26日�　19：00

主　催　東京歯科大学同窓会

②日　時　３月26日�　19：00

主　催　朝日大学同窓会

５．閉　会（池田理事）

理事会
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今日の視点（毛利行雄）

歯科往診サポートセンターが開設して半年経ち

ました。先日，サポートセンターより往診の依頼

があり，早速行って来ました。今まで通院されて

いた患者さんからの依頼による往診には何度か行

っていましたが，見ず知らずの患者さんのお宅に

お邪魔するのは初めてでした。緊張と不安の中，

お家を探してうろうろしていた所，息子さんが寒

い中，玄関に出て待ってくれていました。患者さ

んは95歳の女性で，30年ほど義歯を使用していた

が，２年前から寝たきりになり，１年前より上顎

の義歯がよく落ちるとのこと。見てみると義歯に

穴が開いていたので修理後ティッシュコンディシ

ョニングをして，１時間程で帰りました。患者さ

んには大変喜ばれ，家族の方にも「もっと早く知

っていたら，良かったのに！」と感謝され，外ま

で見送って戴きました。診療所でやっていること

と同じですが，ご本人やご家族の深い感謝の気持

ちがひしひしと伝わってきました。患者さんにお

いしく食事をしてもらうために，そしてＱＯＬを

高めるために，我々歯科医師が少しでも社会のお

役に立てるよう歯科往診の認知度が上がり，もっ

と世間に広がってくれればと思います。

１．会長挨拶

一昨日，粉雪舞い散る道を滑らないように気を

付けて新見に行って来ました。かなり冷え込んで

きましたのでご注意ください。

本日，中国四国厚生局と面会し，個別指導につ

いて話しました。社保担当理事が問題点を強く要

請していました。相互理解のためには，こういっ

た事の積み重ねが必要なのかもしれません。

平成22年度 第36回

平成23年１月27日�

18：30～20：07

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　　１月20日�，24日�

�　管理部正・副委員長会　１月26日�

�　医療調査・公衆合同委員会　１月26日�

�　社保小委員会　１月26日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　中国・四国地区歯科医師会会長・日歯代議員

合同会議　１月22日�

�　赤磐支部新年会　１月22日�

�　都窪歯科医師会新年会　１月22日�

�　玉野市歯科医師会新年会　１月22日�

�　会長選挙立候補書類お渡し期間

１月24日�～28日�

�　国保連合会診療報酬等支払運営委員会

１月24日�

�　中国地方社会保険医療協議会岡山県部会

１月25日�

	　日学歯　生涯研修制度運営委員会

１月26日�


　日学歯　公益法人制度改革検討委員会

１月27日�

�　中四国厚生局岡山事務所と面会　１月27日�

〔学院報告〕

�　学院教務会議・一般Ａ日程事前打合せ会

１月21日�

�　一般入試Ａ日程　１月22日�

�　学院職員会議　１月24日�

〔事務局報告〕

�　会員家族の訃報１件

�　日興コーディアル証券来会

３．行事予定

本会行事　　　58件

学院行事　　　９件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項について〕

� 「岡山県民の歯と口の健康づくり条例（案）」に

理事会
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係る関係者説明会の開催と出席依頼について

黒住副会長，平岩理事，池田理事　出席

日　時　２月18日�　15：00～16：00

場　所　岡山県議会

�　平成22年度岡山県介護予防市町村支援委員会

の開催と出席依頼について

池田理事　出席

日　時　３月９日�　10：00～12：00

場　所　三光荘

委　員　池田理事

�　株式会社ジーシーより本社屋オープニングセ

レモニーの開催と臨席依頼について

欠席【祝電】

日　時　３月11日�　16：00～17：30

場　所　株式会社ジーシー

�　岡山県歯科衛生士会第10回理事会の開催と出

席依頼について

酒井会長　出席

日　時　３月18日�　19：00～20：00

場　所　岡山県生涯学習センター

理　事　酒井会長

�　8020運動推進「8020健寿人表彰」にかかる表彰

状への印影刷り込みと印影提供依頼について

承　認

�　「新老人の会」岡山支部よりフォーラム（日野

原重明先生100歳記念講演会）開催に伴う後援

承認依頼について

承　認

期　日　６月26日�

場　所　倉敷市民会館

�　第48回全国聾学校陸上競技大会（岡山大会）

の開催と協賛広告依頼について

半ページ（25,000円）協力

期　日　９月30日�～10月２日�　

場　所　岡山県総合グラウンド陸上競技場

〔検討事項〕

�　平成22年度第12回中規模県歯科医師会連合会の

協議題について

検　討

締　切　２月14日�

�　本会入会申込みについて

正会員　近常
ちかつね

正
ただし

（岡山支部）

承　認

５．閉　会（毛利理事）

今日の視点（池田泰章）

我が国は，超高齢社会になった。それに伴い，

年々介護認定者は増加し，岡山県においても平成

22年10月末現在約93,000人を超え，昨年度より約

3,000人以上増加している。多くの患者さんは，

寝たきりなどで通院困難になった時には｢かかり

つけ歯科医｣だった先生に往診してほしいと希望

されている。会員の先生方には，ご自分のできる

範囲で外に出て，ニーズに応えていただきたい。

また，他職種に対して，口腔の重要性のインフォ

メーションが不足している。医療連携，介護関連

の研修会などの機会に，歯科医師，歯科衛生士が

訪問歯科診療を行っていることや在宅患者の連

携,協働の重要性をアピールしてきているが，最

近行った訪問看護ステーションや訪問介護事業所

などへのアンケート結果では歯科往診サポートセ

ンターの認知度はまだまだ低いようである。広報

活動が充分でないかもしれない。県民，他職種に

対して，何回もくり返し，くり返しインフォメー

ションを行っていくことが大切ではないだろう

か。歯科往診サポートセンターの認知度を高めた

い。これから，我々の歯科医療は要介護高齢者，

有病者，障害者に対する対応が責務である。その

ためには会員の先生方のより一層のご理解とご協

力をお願いしたい。

理事会
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平成23年

１月 14日� �歯科の監査 21年度35件，86人 個別指導は1,337件，1,447人

21日� �歯科医師過剰問題 昭和61年以降3万3千人増 日歯が厚労・文科両大臣に要望書

24日� �歯科用貴金属材料価格 7品目の改定了承

中医協歯科鋳造用金銀パラ878円

２月１日� �支払基金 歯科，点数は1.6％増
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

２日� �認知症の発症リスク 咀嚼能力に反比例

神歯大らが厚労科学研究で分析

７日� � 103件，負債169億円

帝国データバンク調べ 業歴10～15年未満が最多

８日� �支払基金・レセオン手数料

医科歯科とも101.40円

2001～10年
歯科医院の倒産

〈
略
〉

〈
略
〉

※カッコ内は平成22年度比
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１．報　　告

１）12月新入会員　　正会員１名　

２）支払基金幹事会 12月13日�　酒井会長

平成22年９月診療分

・前年同月対比　　支払額：101.2% 件数：100.6%

・前 月 対 比　　支払額： 92.1% 件数： 91.3% 

平成22年８月診療分レセプト１件当りの平均点数

・本人　岡山県　1,297.6点　　全国平均　1,287.0点

・家族　岡山県　1,050.4点　　全国平均　1,086.9点

３）中国地方社会保険医療協議会　岡山部会 12月21日�　伊丹常務理事

新規指定医療機関　２医療機関

４）個別指導　新規８医療機関 12月22日�　薬業会館

５）「保険診療の留意事項」作成小委員会 12月22日�，１月12日�

６）社会保険部正・副委員長会 12月27日�

７）社保相談窓口報告

８）国保審査委員会報告（岡山県歯科保険医療費）

平成22年８月診療分レセプト１件当りの平均点数

・岡　山　県　　国保　1,340.0点　　後期高齢者　1,557.8点

・前年同月対比　　国保　 101.5％　　後期高齢者　 100.4％

２．行事予定

１）平成23年２月保険医療関係機関連絡会議 ２月３日�　14：00 小林・西岡理事

２）第22回　検討委員会 ２月５日�　16：00

３）集団指導（新規指定保険医療機関並びに新規登録保険医）

２月10日�　15：00 薬業会館

４）平成22年度介護保険事業者集団指導 ２月14日�　15：00，２月15日�　15：00

５）平成22年度第２回審査委員・検討委員連絡協議会 ３月５日�　16：00 コンフォートホテル岡山

３．協　　議

１）検討委員会からのお知らせ

２）「2010年11月支部社保講習会」Ｑ&Ａについて

３）「保険診療の留意事項　平成22年度版」について

第21回　社会保険部検討委員会報告
平成23年1月15日�　16：00～18：00



平成22年度岡山県歯科保健研修会　後記

平成23年１月13日�に上記研修会が養護教諭や学校歯科医等約430名の参加のもと三木記念ホールに

て開かれました。

講演１は，鶴見大学小児歯科学講座の朝田芳信教授が「学校歯科保健活

動の意義と今後の展望」と題して行い，日本学術会議からの提言に学校教

育の重要性が含まれている事を紹介し，直接的に観察できる歯や口は極め

て貴重な教材となり得る事から，自ら課題を見つけ主体的に考え判断する

問題発見・問題解決型学習の重要性を話されました。

さらに学校健診の現状と問題点として，歯列・咬合異常の増加とその要

因について多彩な疫学調査結果を示し，また齲蝕の二極化や歯周疾患の低年齢化といった小児歯科に関

する最近の動向について生活習慣や遺伝要因を絡めて解説し，最後に喫煙防止への取り組みで締めくく

りました。

講演２は，「瞳が輝く健康教材と＜からだの小宇宙＞を旅して」と題し

て大分大学教育福祉学部の住田 実教授がNHK映像教材を制作されている

経験を基に話されました。

保健講話に際してゲストティーチャー共通の悩みである「どのようにす

れば子ども達に興味を持って話を聞いてもらえるか」を自身の著書である

「宇宙と歯の健康」などを題材に様々な例を上げ，そして「退屈で当たり

前」なワンパターンの指導から，興味深い話に内包された「役に立つ知識」

に気づく楽しさを持たせる事が重要であると指摘されました。

歯科医師による学術的な内容を中心にした学校保健活動の話と教育学習という，全く異なる二つのテ

ーマでの講演でしたが，共通していたのは健康教育における教材の重要性。どのようにすれば児童・生

徒を相手に退屈しないで話を聞いてもらえるのか。養護教諭のみならず学校歯科医にとっても誰もが持

つ悩みだと思います。それに対する答えの一部が見えたような気がした講演会でした。

（副委員長　山本忠浩）
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朝田芳信教授

住田　実教授
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病診連携研修会後記

今年一番の寒い日で，小雪のぱらつく中，しかも県北の各地は積雪があったにもかかわらず，120人

もの出席者があり，参加された先生方は最後まで席を立つ人もないほど熱心に聴講されていました。こ

れも安心・安全な歯科治療を行うために，病診連携や救急救命処置・救急薬品の使用法に対する知識の

必要性を感じてのことと思われました。講演の内容については下記のとおりです。

講演１ 「糖尿病患者への歯周病治療アプローチの実際」

洛和会音羽病院　京都口腔健康センター 杉　 典子先生

「歯周病が糖尿病の第６番目の合併症として捉えられるようになり，

近年ますます医科歯科の連携が必要になってきている。しかし，糖尿

病の専門医には日本糖尿病学会の働きかけもあり，歯周治療が食事療

法・運動療法・薬物療法に加えて第４の治療法との位置づけがなされてきたが，一般の内科医には

余り周知されておらず，これから地道に情報を発信していく必要がある」と述べられていました。

病院歯科においては，内科医・薬剤師・管理栄養士・運動療法士・臨床検査技師・看護師に歯科

医と歯科衛生士が加わって，糖尿病療養チームが構成されているところもあるそうで，羨ましいお

話でした。さらに実際の症例を幾つかあげて，歯周治療を行うことにより，糖尿病患者の病状が改

善されている症例を提示されました。

講演２ 「歯科医院における救急救命処置と救急薬品の使用法について」

岡山大学病院・救急部長 氏家　良人先生

日常診療のなかでの急変患者についてのお話なので，とかく重たい

雰囲気になりがちな内容でしたが，時折冗談も交えて，１時間以上の

講演が大変短く感じられました。

まず，意識の評価の確認をしっかりと行い，患者の状態をアンダートリアージにならないよう気

をつけて，万一のことを考えれば，オーバートリアージ（より状態を悪く判断すること）は許され

るとのお話でした。そして，診療所に酸素とモニターの準備はして欲しい，できればリザーバーつ

きマスクを用意しておくと良いとのことでした。胸骨圧迫の仕方や救急薬品の使用法も簡単にご説

明されましたが，救急薬品についてはさらに研修の必要性を感じました。

今年で二度目となる病診連携の講習会でしたが，このような講習会は繰り返しが必要で，今後も機会

があれば企画していきたいと思います。 （副委員長　小野総一郎）
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平成22年度　第138回学術集談会

『インプラントの光と影』
「歯科医から口腔医へ」 東京歯科大学臨床検査学・臨床病態生理学教授 井上 孝先生

「健康長寿を目指すインプラント治療」 東京都開業 武田　孝之先生

平成23年１月30日�岡山県歯科医師会館５階大ホールに於いて第138回学術集談会がおこなわれまし

た。この冬一番の寒さでありましたが著名な両先生のご講演ということもあり，約120名の出席者で会

場は大変盛況でした。

午前は井上先生，武田先生の単独の講演，午後はお二人交互にいくつかのテーマを解明するという形

式の講演になりました。インプラントを通じて23年もの長い付き合いだけでなく，誕生日も同じで名前

も似ている両先生は息もぴったりで大変興味深い内容の講演となりました。

井上先生講演

まずインプラント治療が歯科医療であるための条件は「インプラ

ントが新しい病気を生んではいけない」ということだ。医療として

インプラントを行うにあたり患者さんの体がどういう状態にある

か，またインプラントを入れた後に予後がサクセスフルでその患者

さんが亡くなるまでつきあっていかなければならない。失敗してそ

の患者さんの人生を変えてしまってはならないと思っている。

インプラント治療をするには，欠損補綴という概念から脱却し病態を知って検査結果を踏まえ治療す

る必要がある。すなわち歯科医から口腔医にならなければならないといえる。

再生医療はいつインプラントを抜くか。幹細胞特に人工多機能性幹細胞（iPS細胞）の発見により再

生医療が大きな躍進を遂げる。歯髄細胞はiPS細胞の供給源として最適であるという論文も発表され今

後の歯科の治療を変えていくのは間違いない。しかし再生医療が応用できるまでは10年以上かかりそう

で，人工臓器インプラントをしばらくやり続けなければならないのである。

武田先生講演

インプラント治療はもはや特別な治療ではなくなった。何のため

にインプラント治療を行なうかというと，高度な審美的回復や機能

回復といった主訴の改善，予防的な意味での欠損の拡大抑制，特に

高齢者に対しての全身的な機能の回復といった健康長寿ということ

があげられる。

インプラント治療を行なったからといって10年，20年とずっと同

じ状態であると考えるのは間違いである。なぜならインプラントの周りの組織は歯周組織ではなく擬似

的な組織であるからである。しかもGBRなどで骨を作って良い状態になったとしても時間とともにその
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骨が失われたり，使われる骨補填材料が時代とともにどんどん変わっていったりとインプラントはまだ

まだエビデンスがあるとはいえず過渡期にあるといえる。

欠損補綴は咬合支持を見るべきで，パーシャルデンチャーでは対応できないものも多くある。重症化

させないことが大切で，そのためのインプラントは有効な手段といえる。特に上顎の欠損をうまく補綴

しないと重症化するため，上顎優先の補綴を考えなければならない。

歯医者が歯の医者だけであってはいけない。なぜなら歯を治すのは健康長寿のためであるからだ。明

確な目的意識を持って患者さんと接し適正な治療をすることが大切なことで，その一つの有効な手段が

インプラントである。

＜インプラントの病態論＞

リスクを持つ患者，インプラント治療後の患者の対処法

糖尿病：埋入手術を行なう糖尿病のコントロール基準は東京歯科大ではHbA1c；7％以下，血糖値；

130mg/dl以下，ケトン（－）ということになっている。糖尿病の患者さんに対しては充分に危険性

を理解してもらい悪化しないよう努力してもらう必要がある。

骨粗鬆症：まだよくわからないというのが現状であり，予後調査が必要である。ビスホスホネートに関

しては，全身的に投与されている場合は担当医に対診が必要であり，悪性腫瘍転移予防のため投与

されている場合は危険である。

心身症：最近特に増えているがそういう患者さんがインプラントを希望する場合，その人と10年以上付

き合っていけるかを考えてするかしないかを決める。開業医としてはあまり手をださないほうが賢

明ではないか。

喫煙：データ的には本数は関係なく喫煙者は成功率が下がる。病態的にはタバコはインプラントの長期

予後には良くない。

金属アレルギー：金属アレルギーはテストをしてからインプラントをするべきである。

プロービングをどう考えるか：上部構造を装着した状態で適切なプローブの挿入は難しい。また20ｇと

いう弱圧では入らない。プロービングの意味はアバットメントや上部構造の縁下を探り付着物の有

無の確認することといえる。

（副委員長　居樹秀明）
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岡山県歯科医師会ICLSコースに参加して

NPO救命おかやま主催で氏家良人

教授の下，岡山大学救急部の医局お

よび研修室をお借りして岡山県歯科

医師会ICLSコースが2011年２月６日

（日曜）９時から開催されました。

今回は，第２回ということで新規

の受講者が３名，２回目の受講者が

３名，インストラクター研修に４名

（毛利，清水，中島，居樹）が参加い

たしました。

午前９時より当日の最終目標であるデモの後，まず救急処置の基本であるBLSの実習を受け，心電図

モニターの取り扱いと波形の解説をしていただきました。引き続き，喉頭鏡を使用したバルーンカテー

テル挿管による気道確保の実習を受け，プライマリーABCDの実習を行いました。昼食の後，午後から

は心電図モニターを判断しながらの除細動の必要なVF/VTのケースのプレゼンと解説を受けました。こ

の間インストラクター研修者は，オペレーターとして実習モデル人形の脈拍・血圧・心電図制御のPC

操作の指導も受けました。

さらに除細動不要なケースとしてPEA/Asysのプレゼンと解説を受け，診療所内での患者の急変を想

定しての実習を行いました。複合したケースと

してMega codesのケースを数例実習し，最後に

２班に分かれてチーム対抗で実践さながらの対

処，原因検索までを行いました。

今回，一部インストラクター研修ということ

もあり，実習のみならず機器の操作の仕方や指

導上の注意点なども学ぶ機会を与えられました。

初めて参加された委員の方はもちろん，２回目

の受講ですが，多くの学ぶべき点があり，緊急

時の投薬のポイントなどは先日行われた医療連携セミナーにあわせて参考になることが多々ありまし

た。氏家教授から総括を頂き，修了式まで午後６時を過ぎての長丁場でしたが，大変有意義な一日であ

りました。

（委員長　清水裕雄）
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子供の不正咬合
クインテッセンス出版　　井上 裕子 著

子供の不正咬合への対応は，矯正歯科医によって様々である。

マルチブラケット装置に代表されるような精巧な矯正装置を使って歯や顎を効率的に動かそうと

考える矯正歯科医は，永久歯咬合期まで待って一気に改善することを推薦する。

一方，口腔や顔面の筋機能の改善を重視する矯正歯科医は，混合歯列期に矯正治療を始め，永久

歯咬合期になって必要があれば，もう一度矯正治療をするという二段階治療を推薦する。

本書は後者を推薦している。推薦の理由は口腔と顔面の機能の問題は子供の発育過程で生じるの

で，早期に発見し適切な指導や処置を行って発育の軌道を修正することに大きな意味がある，と考

えているからである。

子育ての基本に関わる大切な考え方で，本書を推薦する最大のポイントでもある。

臨床咬合補綴治療―その鑑別診断と治療計画
クインテッセンス出版　　今井俊広／今井真弓 著

咬合補綴治療の目的をその基本要素として，臼歯部のバーティカルストップ，前歯部のアンテリ

アガイダンスが確立されていること，治療の顎位はICP，CRなのかという重要な要素を踏まえ，明

確な咬合補綴治療の分類から解説している。臨床家はどうしても手技的（テクニック的）な習得に

目をとらわれがちであり，高度なテクニックの技量を磨くことに傾倒するが，それ以前に診断力の

習得が重要であることを説いている。Lytle & Skurowの修復治療の分類でClass分けされた具体的な

臨床例を示し，それぞれの診査･診断の結果，治療の必要性と流れを示している。全顎的な治療で

あっても，１歯１歯の治療の集合体であること，１歯から全顎的な治療まで，複眼的かつ包括的に

捉える診断力を養うことができるような構成になっている。

学術部

出かける歯科診療　在宅歯科往診アトラス
クインテッセンス出版　　加藤武彦／林田英靖　地域医療勉強会 編

あとがきにもあるように，この本は在宅診療に興味のある歯科医師が，自分の行った症例を持ち

寄って発表したものをベースにまとめられたものである。したがって学問的体系の下に在宅診療を

まとめるという方向では作られていない。それゆえ逆に実際の往診の場では，役に立つ方法や機材

の紹介がなされているので有効である。

本文は在宅診療を行う際の心構えから，支援体制の構築（病診連携），患者さんの生の声も聞く

ことができる。症例も多岐にわたって掲載されており，これから在宅診療をされる先生方のよきバ

イブルとなると思われる。
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在宅訪問における　口腔ケアの実際
医歯薬出版　　牛山京子 著

著者の20数年におよぶ在宅訪問の活動で，試行錯誤のすえ確立した，口腔ケア方法を大きく四つ

に分けて記載している。

Ⅰ「訪問口腔ケアに入る前に」では基本的な心構えや，相手先の状況を含め他業種との連携の問

題などについて述べている。

Ⅱ「訪問口腔ケアの実際」ではさまざまな実践方法・内容について，実際の現場で考案した牛山

グッズの紹介から始まり，食べるためのリハビリテ―ション・食支援，それを実践するための口腔

ケアプランや介護技術，介護者の支援なども紹介している。

Ⅲ「介護技術を習得しておく」生活支援の実際のしかたについて

Ⅳ「事例から学ぶ」著者の実例を元に，在宅訪問と特別養護老人ホームでの事例がいくつか紹介

されており，実際に行う際のヒントが沢山得られると思う。

もう一度「なぜ」に学ぶ
砂書房　2003年　　高木幸人／塩田博文／山田邦晶 著

インプラントは高木先生，義歯は塩田先生，エンドは山田先生が執筆しています。いずれも酒好

き，遊び好き，歯医者好きの３人が各20年の臨床の中で「なぜだろう」と思う疑問点から見えてき

た真実と臨床の方向性を探る読みやすい本です。例を示すとインプラントでは「なぜ上部構造をね

じ止めするのか？」「なぜ上部構造を連結するのだろう」などの疑問の解決に至る考え方が多くの

症例写真とともに記載されています。義歯では，旧義歯がなぜいけないのか見極めとの改造のポイ

ント，軟化パラフィンワックス臼歯咬合法などが記載されています。エンドでは完璧な根管充填を

行うためにコンティニアスウエーブテーパードフレアに根管形成を行うためのNi-Tiファイルや機

材の使用法について記載されています。全編において写真が多く，講演を聴くようなわかりやすい

書籍です。

誰にでもできる下顎総義歯の吸着
ヒョーロン・パブリッシャーズ　　阿部二郎 著

上顎の総義歯は吸着するけれど，下顎の総義歯を吸着させるにはいわゆる“名人”でなければ無

理だと思っていませんか？そしてその“名人”の技を習得することにより下顎の吸着義歯を作るこ

とができる。今までの常識でした。

本書は吸着する下顎総義歯を誰にでも製作することができるよう，吸着義歯のメカニズムを詳し

く解説し，吸着するためのポイントをどう利用するかを写真やチャートを使いわかりやすく説明し

ています。義歯がよくわからない，義歯が苦手な方には是非一読していただきたい一冊です。
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◎IT推進委員会，学術部図書打合せ

：１月11日�

１．図書ＨＰからの貸出し操作の打合せ

２．貸出し申請方法の検討

◎岡山県歯科技工士国家試験委員会（藤井，

毛利，清水，小野）：１月12日�

◎病診連携研修会：１月15日�

参加者　約120名

「糖尿病患者への歯周病治療アプローチの

実際」

杉　典子先生

（洛和会音羽病院京都口腔健康センター医長）

「歯科医院における救急救命処置と救急薬

品の使用法について」

氏家 良人先生

（岡山大学大学院教授，岡山大学病院・救急部長）

◎第12回正副委員長会：１月17日�

１．第138回学術集談会最終打ち合わせ

２．ＩＣＬＳコースの参加者について

◎第138回学術集談会『インプラントの光と

影』：１月30日�　

参加者　約120名

「歯科医から口腔医へ」

井上　孝先生

（東京歯科大学教授）

「健康長寿を目指すインプラント治療」

武田 孝之先生

（東京都開業）

◎救急蘇生講習班班会（毛利，居樹，竹林）

：１月31日�

１．救急蘇生インストラクター増員について

２．救急蘇生備品の整備について

学 　 術 　 部報 告

入院共済金の申請を5月31日までに

平成22年度（平成22年４月１日～平成23年３月31日）中に，医療施設へ入院された

方は，本年５月31日までに本会へ入院共済金の給付をご申請くださるようお願い致し

ます。入院初日より５日間は免責期間（１入院ごと）になります。期日を過ぎますと

お支払いできない規定になっていますのでご留意ください。

（平成23年３月から４月に亘って入院の場合は，３月31日までの入院について申請し

て下さい。）

厚生部共済事業部会



ー 23ー

J. ODA  vol.770     ’11-3

２月６日�，スキー・スノーボードツアーに行ってきました。当日の午前６時過ぎには参加者56名が

続々と集合，江口委員長お見送りのもと定刻前の午前６時50分に会館を出発しました。岡山ICにて武内

典之先生と合流し早朝から賑やかな雰囲気の中スキー・スノーボードツアーが始まりました。

途中，蒜山ＳＡで休憩の後，豪華賞品（子供には大村満晴先生厳選のおもちゃ）の当たるビンゴゲー

ム，じゃんけん大会を楽しみながら一路大山へと向かいました。１月の大雪も一段落し道に雪もなくス

キー場には予定通り午前９時30分に到着しました。

ゲレンデではリフト待ちもほとんど無く曇天ではありましたが，絶好のスキー・スノーボード日和，

眼下には日本海，真近に迫る大山に囲まれて思う存分に白銀の世界を楽しむ事が出来ました。去年から

の大雪でここ数年では見た事のない積雪があり，子供の身長をはるかに超えていました。

帰りは午後４時に大山を出発。米子自動車道に経て岡山へ，蒜山ＳＡでお土産等を買い午後７時前に

は全員無事に会館へ到着しました。今年は嬉しい事に参加者が多くバス２台での運行となりました。

早朝より参加くださいました先生並びに御家族・デンタルスタッフの方々，大変お疲れ様でした。来年

も企画出来ましたら皆様，是非一緒に滑りに行きましょう。

（北山　仁）

厚生部 文化事業部会



『つくぼお口の健康8020フェア』開催

12月19日�９時半より早島町町民総合会館ゆるびの舎

に於いて，主催・都窪歯科医師会，	岡山県歯科医師会，

共催･	都窪医師会，	岡山県歯科衛生士会，早島町教

育委員会にて「つくぼお口の健康フェア8020」が開催さ

れました。

会場の関係で年末の寒い時期にもかかわらず，乳幼児

から高齢者まで1,000人以上の皆様にご参加いただき，終

日盛況な健康フェアとなりました。

会場各所に「僕の夢私の夢」図画コンクール入賞者作品をちりばめ，お口の健康展として都窪歯科医

師会のお口の相談，歯ならび相談，位相差顕微鏡によるばい菌検査，

ゲームや握力などチャレンジコーナー，都窪医師会の健康相談と骨

密度測定，歯科衛生士会の歯ブラシ指導，県歯学術部の救急蘇生公

開講座，三宅医院管理栄養士の食育相談が設営され，また業者によ

る健康グッズコーナーもあり，にぎやかに来場者が巡られていまし

た。会場奥の検診室では県歯公衆衛生部による成人無料歯科検診が

行われました。

また，会場入り口前には小ステージを設営し，都窪歯科医師会の

「知っておきたい！お口とスポーツの話」，岡山県歯科衛生士会の

「家族ですすめようお口の健康」，三宅医院管理栄養士の「食は命な

り～お口の中から食育を～」の各ステージを行いじゃんけん大会等

もおりまぜながら来場者とのコミュニケーションをはかりました。

さらに，メインホールでは茶屋町鬼保存会太鼓，8020・7025表彰，図画表彰，柴田　宏先生（倉敷支

部）によるマジックショー，バルーンショー，早島町いぐさ太鼓，都窪医師会から真鍋康二医師による

公開講座「お口は健康の入り口～かかりつけ医をもちましょう！～」が行われ，来場者の皆様に大変楽

しんでいただけました。

暮れも押し迫った日曜日ではありましたが，上記のイ

ベントを来場された多くの地域の人たちが楽しまれ，

「お口の健康から体の健康へ」というテーマに触れられ

たことと確信しました。

この健康フェアが，今後も地域の方の健康増進に寄与

するように都窪歯科医師会の総力を挙げて頑張りたいと

考えています。 （モニター 葛西健司）
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都窪支部



ー 25ー

J. ODA  vol.770     ’11-3

新年互礼会

平成23年新春１月６日，津山支部では恒例の新年互礼会を津山鶴山ホテルにて開催いたしました。

例年のことながら，津山市をはじめ各方面より多数のご来賓の方々にご参加いただきました。岡山県

歯科医師会からは酒井会長をはじめ，副会長，専務，理事の先生方，さらには監事の先生方にもご参加

いただき，華やかな会にしていただきました。また，岡山県歯科医師連盟からも原会長をはじめ多くの

先生方にご参加いただきました。

今年は円卓での会場となり，県歯からご参加の先生方も津山支部会員の間に席をとっていただき，な

ごやかな雰囲気のもとに会が進みました。年男による鏡抜きもあり，新年を迎えるにふさわしい華やか

でなごやかな新年互礼会でした。遠方よりご参加くださいました県歯の先生方には会を盛り上げていた

だき御礼申し上げます。

（モニター 藤田元英）

津山支部

支部・モニター通信

日曜・祝日の開館予定日
お知らせ

○印 開館予定 ×印 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。 ※詳細については事務局にお問合せ下さい。

6日（日） 13日（日） 20日（日） 21日（月・祝） 27日（日）

× × × × ○

10：00～15：00

3日（日） 10日（日） 17日（日） 24日（日） 29日（金・祝）

× × × × ×

10：00～15：00

４月

３月



岡山支部 殿山　　賢

開業して早や２年。未熟ながらも多くの方々に助けて頂き充実した日々を過ごしております。

この仕事をしてから患者さんから「歯医者は行くまでに決心がいる」「歯医者の雰囲気が苦手」とい

う言葉をよく聞いていました。たしかに一般の方からすれば歯科医院はとても異質な場所なのかもしれ

ません。そこで，「自分で開業するなら患者さんが構えることなく，気軽に通院できる雰囲気の歯科医

院にしたい」と思い，医院のインテリアを気にかけるようになりました。歯科雑誌を見ると，デザイナ

ーズ歯科医院とでも言いましょうかすごくデザイン性の高いインテリアの医院を良く見かけますが，私

のちょっと変わった所は自分の部屋のように模様替えをよくすることです。現在は，北欧のデザイナー

のファブリックパネルやタペストリー，デザイナーズチェアのミニチュア，観葉植物，アロマの香りが

出る空気清浄機やスタンドライトなどで，購入はインテリア雑貨のお店に直接買いに行ったり，インタ

ーネットでネット購入したりしています。変わった所では，切り絵を切り絵作家さんにオーダーしたり，

レザー職人さんに受付のカウンターマットやメガネ置きをオーダー

したりもしています。デザインを選ぶ基準としては角張って痛そう

な感じの物は避け，色は暖色系や緑系などを選ぶようにしています。

あと，落ち着いた雰囲気を出したいのでかわいくなりすぎないよう

に気をつけています。理想は最近流行のカフェみたいな感じです。

このようにある意味自分のやりたい放題しておりますが，今の所多

くの患者さんに高評価を頂いております。意外だったのがご年配の

方に評判が良かったことです。病院という雰囲気が薄れ，置いてあ

る雑貨を見ていると気が紛れるのだそうです。あと，ご年配の方は

必ずしも和風が好みであるというわけではない事にも気づかされま

した。

最後に話は少し変わりますが，とある仏教の本を読んでいますと仏教で大事なのは老，病，死である

と書いてありました。誰にでも起こりえるものなのだから，いかに生きるかということよりもいかに老

い，病み，亡くなるかということの方が重要なのだそうです。医療従事者として病気を治すということ

だけでなく，患者さんに気軽に通院してもらい，病気とうまく付き合ってもらえるような場所の一つと

して歯科医院を利用してもらえるようにこれからも心がけていきたいと思います。
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次回は井上　謙先生（岡山支部）をご紹介します。



第４回全日本歯科医師剣道選手権大会

平成22年11月７日東京都品川区にある昭和大学50

周年記念館におきまして，第４回全日本歯科医師剣

道選手権大会が開催されました。岡山県からは，石

津裕識（都窪支部）が四段以下の部に出場し，優勝

を収め第１回大会から同大会四連覇を達成しました。

各部門での優勝者は以下の通り

七段の部　　　　優勝　　福島　孝幸（千葉県）

五，六段の部　　優勝　　嶋崎　聖二（高知県）

四段以下の部　　優勝　　石津　裕識（岡山県） （石津裕識）
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平成23年４月１日より「岡山県医療機能情報提供システム」と「岡山県災害・救急医療情報システム」

を統合し，『おかやま医療情報ネット』を開設することとなりましたのでお知らせします。

つきましては，旧システムのリンクを貼っていただいている医療機関におかれましては，アドレス，

名称のご確認及び変更についてよろしくお願いいたします。

なお，関係者用のログインは，『おかま医療情報ネット』トップページに「災害・救急」「医療機能」

用がありますので４月１日以降は用途に応じて使い分けてください。

（ID,パスワードはそれぞれ従前と変更ありません。）

記

名　称：おかやま医療情報ネット（岡山県災害・救急医療情報システム）

公開日：平成23年４月１日

URL：http://www.qq.pref.okayama.jp

担当課：医療推進課　　0 8 6 - 2 2 6 -7 3 2 2・7 0 8 4

岡　　山　　県



近年，多くの女性歯科医師が誕生しています。これからは，今までの男社会のなかで築かれてきた歯

科医院の運営も，女性の視点で見直す時期がきているのかも知れません。

今回，宝田恭子先生をお招きし，女性歯科医師や歯科衛生士のこれからの生き方や，自身の美しさを

保つための秘訣についてお話を伺います。

皆様のご参加をお待ちしております。

演　題：「女性のためのアンチエイジングセミナー －明日もきれい，10年後もきれい－」

日　時：2011年３月27日�　13：00～16：00

会　場：岡山大学歯学部４F 第一講義室　岡山市北区鹿田町２-５-１　

講　師：宝田恭子先生（宝田歯科医院院長）

講演内容：・口元の老化について ・皮膚と口腔粘膜の違い ・患者さんの望む顔レッスン

・口腔内をよく観察しながら印象をとるコツ（実習）

参加費：同窓会員歯科医師　5,000円 同窓会員外歯科医師　6,000円 歯科衛生士・その他　3,000円　

申込先：〒700-8525 岡山市北区鹿田町２-５-１　岡山大学歯学部同窓会事務局

FAX 086－234－8150（氏名，連絡先をご記入の上FAXにてお申し込み下さい）

お問合せ 086－282－0086（学術部滝川：ハロー歯科）

ー 28ー

J. ODA  vol.770     ’11-3

「Ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　Ｄｒｅａｍｅｒ」

哲也 編集後記は９ヶ月毎にしかまわってこないが，偶然にも母の訃報が載った号にあ

たった。あまり神秘的とか霊的とかを信じるほうではないのだが，母の告別式の日にも不思

議なことがあった。当日の朝，ポケットに入れていた携帯から突然音楽が鳴り始めた。携帯

を開くと「Ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　Ｄｒｅａｍｅｒ」の曲名が表示されていた。覚えもない曲で，何よ

り操作もしていない。とっさに消してしまったが，後から携帯を調べてもその曲名は見当た

らない。何度も確認するうち，データＢＯＸの＜ミュージック＞にＤＥＭＯ曲として入ってい

るのが見つかった。しかし，待ちうけ画面からマナーモード状態でその曲をかけるには10回

の操作が必要で，偶然の誤操作とは考えられない。また，家族の誰も私の携帯に触れること

はない。曲のタイトルも，深読みすれば母からのメッセージのように考えられなくもない（？）。

他にも可能性の低い偶然や，説明のつかない現象が前後にもいくつかあった。先生方，そ

んな経験はおありですか？

黒
瀬
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故 黒瀬　益子　先生

享年81才（平成23年１月25日ご逝去）

岡山市北区北方３丁目５－２

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます

◎番号の変更

妹尾　昌美　正会員　P59 高梁支部

妹尾　直樹　準会員　P64 高梁支部

（新）［診］FAX（0866）56－3555

◎死亡

黒瀬　益子　正会員　P12 岡山支部

（Ｐ＝会員名簿のページ）
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５日 編集委員会

６日 津山歯科医師会新年互礼会

８日 岡山県歯科衛生士会新年会

石井まさひろ新年祝賀会

11日 ＩＴ推進委員会

学術図書打合せ

12日 広報・会館合同小委員会（ギャラリー写真入

れ替え）

岡山県歯科技工士国家試験委員会

岡山県歯科保健研修会打合せ

13日 理事会

編集委員会

岡山県歯科保健研修会

岡山県警察友の会　平成23年度岡山県警察年

頭視閲式

14日 選挙管理会委員会

連盟デンタルミーティング打合せ

岡山県後発医薬品の安全使用のための協議会

15日 社保　審査・検討小委員会

社会保険部検討委員会

岡山県医師会新年祝賀会

病診連携研修会

17日 学術部正・副委員長会

支払基金幹事会

18日 三井住友海上と面会

19日 日学歯　理事会

20日 理事会

編集委員会

日学歯　神戸市学校歯科医会よい歯の表彰式

21日 本会学院　教務会議・一般A日程事前打合せ

会

22日 赤磐支部新年会

都窪歯科医師会新年会

玉野市歯科医師会新年会

中国・四国地区歯科医師会会長・日歯代議員

合同会議（高松）

本会学院　一般入試A日程

24日 編集委員会

本会学院　職員会議

国保連合会診療報酬等支払運営委員会

25日 中国地方社会保険医療協議会岡山県部会

26日 医療管理部正・副委員長会

社保小委員会

調査・公衆合同委員会

日学歯　生涯研修制度運営委員会

27日 理事会

中四国厚生局岡山事務所と面会

日学歯　公益法人制度改革検討委員会

28日 第２回学院監査・監事会

29日　「しっかり噛んで健康家族」ＮＨＫ岡山放送

局

第138回学術集談会事前打合せ会

岡山県警察音楽隊「ふれあいコンサート」

30日 第138回学術集談会

「しっかり噛んで健康家族」ＮＨＫ岡山放送

局

31日 学術部救急打合せ

本会学院　一般入試A日程合否判定委員会
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３月２日 真庭支部支部会，臨時総会

３日 津山支部定例会，定時総会

４日 笠岡支部理事会

５日 岡山支部「第198回学術臨床放談会」

８日 児島支部総会

６日 倉敷歯科医師会・医師会親睦ゴルフ大

会

和気支部総会・懇親会

８日 新見支部理事会

11日 岡山支部第22回理事会

都窪支部理事会

12日 笠岡歯科技工専門学校卒業式

15日 小田支部勉強会

16日 御津支部理事会

瀬戸内支部支部会

吉備支部理事会，臨時総会

17日 勝・英支部定例会

18日 都窪支部臨時総会，社保セミナー

23日 岡山支部第102回定時総会

24日 赤磐支部総会

25日 岡山支部第23回理事会

倉敷支部理事会

玉島支部臨時総会

30日　津山支部理事会

４月１日 岡山歯科技工専門学院第38回入学式

９日 笠岡歯科技工専門学校入学式

12日 新見支部理事会

13日 真庭支部理事会

15日 都窪支部理事会

16日 高梁支部旅行（～17日）

19日 小田支部勉強会

21日 真庭支部総会

23日 都窪支部総会

３月１日 編集委員会

２日 本会学院　一般入試B日程

３日 理事会

５日 本会学院第51回卒業証書授与式

９日 編集委員会

平成22年度岡山県介護予防市町村支援

委員会

10日　日本歯科医師会代議員会（～11日）

14日　本会学院　教務会議

15日　第２回社会保険委員会

16日 編集委員会

日本学校歯科医会第78回総会

17日 理事会

18日 本会学院　職員会議

19日 医療管理部部会

22日 編集委員会

24日 理事会

27日 第158回定時代議員会

第126回定時総会

４月１日 編集委員会

２日 本会学院第54回入学式

13日 編集委員会

20日 編集委員会

22日 編集委員会
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